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徳島県バレーボール協会中学校専門部便り  秋季４２号 

 

「全日本中学校バレーボール選手権大会」に参加して 

  

「全国へ」 

  毎年，新チームになると掲げる目標です。その一歩を確実に踏み出せた年もあれば，近

づくことさえできなかった年もあります。 

  今年のチームは小柄な選手がそろっていました。１７０センチ前後は２人いたものの１

人はバレー歴６ヶ月。その２人をのぞくと平均身長は１５５センチ。どう戦っていこうか

と思案しました。個々の力を伸ばすしかない。そう思えば思うほど迷いが生じ，なかなか

メンバーが定まりませんでした。しかし，うまくいかず，セッターだったのにアタッカー

に変更せざるを得ない３年生もいました。彼女のこの１年は葛藤の連続でした。「私にチ

ャンスをください。」彼女はバレーノートにそう書いてきました。彼女は練習中では笑顔

を絶やさなかったし，味方に対する心配りも№１でした。自分に与えられた役割としっか

り向き合い，１試合の中で一度しかない出番のためにひたむきに練習に取り組みました。

今，考えて見ると，全国の舞台でチームが強くなっていけたのも彼女のような控え選手が

目標を見失わず踏ん張ってくれていたからだと思います。 

  市の予選で負けてから，歴代のＯＢが何度も練習に来てくれました。余計なことは何も

言わず，練習の中で前をむくことを選手たちに伝えてくれました。そして，県総体では，

歴代の保護者もそろって応援に駆け付けてくれました。私は本当の宝物を持っている。そ

う思ったとき感謝の気持ちでいっぱいになりました。「チーム鳴一」で勝ち取った優勝だ

と思います。 

  全国大会出場が決まったときも多くの方々から応援のお言葉をいただきました。会場に

行っても，四国の先生方の応援もいただきました。こんなにたくさんの方々に支えられて

いたのだということを私も選手も保護者も痛感しました。その思いに絶対答えなければ！

答えられるのは自分たちしかいない。今の自分だからできる！その思いが，最後にむかっ

ていくチームとして強くしていったのだと思います。全国の舞台で一戦一戦をきっちり戦

い切れたのは，これらのことを通し，私だけでなく選手・保護者も感謝の気持ちと謙虚さ

を本当に持つことができたからだと思っています。 

  今回，私自身学んだことがたくさんありました。その１つに目標を成し遂げる強さがあ

げられます。優勝した大阪の金蘭会中学校と対戦したとき，このチームは全国優勝を目標

にとにかくこの１年練習してきたとのだと感じました。すごい！どんな状況でも気持ちも

プレーも全くぶれない。ただひたすら「優勝」を見つめていたように思います。どんな目

標であれ，個人・チームとして最後まで成し遂げるその強さを持たせることがこれからの
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課題だと思いました。 

  子どもたち・保護者の方々には本当に感謝しています。全国の舞台へ私を連れて行って

くれて本当にありがとう。そして銅メダルをありがとう。 

 そんな子どもたちへ私が望むこと。それは，この栄光に負けない次の１歩を確かに歩む

こと，そして，人を心から励まし応援できる人になること。子どもたちの成長を楽しみに

これからも歩んでいきます。 

  最後になりましたが，諸先生方・バレーボール関係者の方々，ご支援いただき本当にあ

りがとうございました。 

                                         鳴門市第一中学校  元木 紀美子 
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